
県大活動レポート！ 

楽笑座でサテライトゼミナール 
３月 30 日（木）、楽笑座でしょうばら産学官連携推進機構が主催する「サ

テライトゼミナール」が開かれました。「サテライトゼミナール」は普段、

生活している中ではなかなか聞くことができない県大の専門的な講義を、

まちなかで開き、先生と交流する機会を設けるために行われており、平成

27 年度から始まり、今回で６回目となります。 

県立広島大学三原キャンパス保健福祉学部理学療法学科の長谷川正哉准

教授が「スポーツシューズの機能と選び方」というテーマでのミニ講義と、

靴の正しい選び方と使い方についての実演があり、スポーツ関係者やジュ

ニアアスリート、ウォーキング愛好家など、約２０人の参加がありました。 

長谷川准教授は、「現在は、履物が健康維持や運動機能にどのような影響

を与えるか研究しています。私たちが普段何気なく履いている靴も用途に

合わせ、正しい履き方をすれば、競技力のアップだけでなく、転倒や故障の

リスクを軽減できる」と話されていました。 

 講義の中では正しい靴の選び方や履き方だけでなく足の柔軟性や筋力

を向上させる体操等も教えていただき、参加者の皆さんから「大変参考に

なった」との感想が寄せられました。 

 
庄原市民となって 

庄原へ定住した県大卒業生へのインタビュー 

県大をこの春卒業し、現在、庄原市役所へ勤務されている

三輪智弘さんは、廿日市市の出身で生命科学科の山下泰尚

准教授の下でマウスに関して研究をされていました。 

三輪さんは、元々自然や生き物が好きだったこともあり、

自然の多い庄原での生活にすぐになじめたそうです。 

大学では農業ボランティアのサークル“ファーマーズハ

ンズ”で活動し地域の人達と交流したり、“ピア・サポータ

ー”として学生同士で生活上の悩みや問題解決の支援をす

る活動にも参加していたそうです。 

庄原市役所へ就職した理由などを聞くと「庄原の自然の

多い環境が好きだったこと、また、ボランティアサークル活

動で培った地域の皆さんとのつながりが広がったことです。今後はこのつながりを大事にしなが

ら、この地でがんばっていきたい」と話してくれました。 

今後は市役所の職員としても庄原市民としても活躍を期待しています。 

 

 

 

 

この情報紙は、県立広島大学庄原キャンパス（以下「県大」と表記）の学生

や教授が、どんなことを行っているのかだけでなく、市内で学生と活動してい

る人たちを紹介し、大学と地域をつなぐことを目的としています。 

 

＊タイトルにある「はげら池」は県立広島大学庄原キャンパスにある池の名称です。 

楽笑座で長谷川准教授が体操を交

えながら講義 

４月から庄原市役所西城支所に勤務している 

三輪さん 



県大研究室たより 

ワイン用ブドウの研究～藤田助教～ 
生命科学科の藤田景子助教の専門分野は果樹園芸です。特にワイ

ン用ブドウの色の付き具合をＤＮＡの性質や環境の変化でどのよ

うに変わっていくか研究されています。 

果皮の色づきの要因の一つが糖度で、糖度の高い方がブドウの色

つきがよくなり、ワインのアルコール度数を上げるためにも必要に

なってきます。藤田助教は「日本は、ブドウの開花時期と収穫時期

に雨が多く、生育や品質に悪影響を及ぼすのでワイン用ブドウの栽

培には向いていません。水田や休耕田からの転作も増えていますが、

糖度や色がのらないことが多いです。しかし、この現状の中で、な

んとかよいブドウを作ることができないか研究しています」と話さ

れ、「ワイン用のブドウ栽培のみでは十分な利益が得られないので、

ワインの製造・販売まで行う６次産業化や何らかの政策や仕組みが

ないと採算を取るのは難しいかもしれません」ともおっしゃっていま

した。 

他にもワインを醸造するときの酵母を利用したシードル（リンゴの発泡酒）を製造され、その

テイスティングを４月末から５月初旬頃に計画されています。 

 

「楽笑座」という施設、知っていますか？ 
「楽笑座」は、市が管理している市民交流スペー

スで、昔の酒蔵を市民の皆さんが自由に使えるよ

う整備改装した施設です。庄原市のまちなかに“に

ぎわい”と“楽しみ”を創出し、商店街の活性化を

図るため、コーディネーターを配置し、イベントや

市民活動に利用してもらうことにより、庄原市街

地のにぎわい創出を進めています。 

 この「楽笑座」は、貸切での使用は有料ですが、

個人が気軽に立ち寄って休憩をしたり、友人との

会話や、勉強のための利用等に関しては無料です。

さらには Wi-Fi の利用も可能となっています。 

若い方のイベントもまだまだ少ないそうです。

何かやってみたい方、企画はあるけどどうしてい

いのかわからない県大生の相談もお待ちしています！気軽にご連絡ください。 

問い合わせ先：楽笑座 0824-72-8285   庄原市商工観光課 0824-73-1178 

編集後記 

やっと暖かくなってきました。寒さの苦手な私にとってはとてもありがたいです。

それでもウチの猫はまだコタツから出たくないみたいですが・・・。今月お会いし

た藤田先生とワインの話からお酒の話になり、久しぶりに美味しいお酒が飲みたく

なりました。暖かくなってきた事もあり、HIROCA（ヒロカ）でお世話になってい

るお店に飲みに行こうかと思います。 
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